
 
 

「今月の一冊 ～わたしのすきな絵本～」（6月）  

 
 

 

『ガラスのうさぎ』 
 
 

                
 
 
 
  

 

高木 敏子 作／ 武部本一郎 画／ 金の星社 
対象：小学生高学年から大人まで 
 

矢祭町長 佐川 正一郎 
矢祭町子ども読書の街づくり推進委員会委員長 

＜ご紹介者＞ 

わたしのすきな絵本 

tokubetu 
 

 6 月に入り、回りの山々も深緑で一段と美しくなる季節です。6 月 7

日は、東北地方で一番目に久慈川の鮎の解禁セレモニーが開かれます。

4 月 25 日に矢祭山緑の少年団の子ども達と稚鮎の放流をしました。鮎

の成長が楽しみです。 

 今月ご紹介する絵本は“ガラスのうさぎ”です。高木敏子さんの作

で、昭和 20 年 3月 10 日の東京大空襲で高木さんが 12 歳の時に体験し

た大事件です。両親と二人の妹を失いました。高木さんの家は焼けて、

大きなガラスのうさぎの置物だけが、ぐにゃぐにゃになって残ってい

ました。 

墨田区から江東区のほとんどが家屋を失い、爆撃被災者は約 310 万

人で、死者 10 万人以上が確認されています。 

 この空襲で墨田区吾妻橋の清雄寺も被災し、焼失してしまいました。

現在は、矢祭町にあった建物が清雄寺の仏閣となっています。 

 世界を見ると争いが絶えません。常に争いの犠牲者は民の人達です。

特に子ども達です。経済や社会環境全てに影響が出ます。平和な社会

を創ることが、私たちの大切な役目です。この本から学ぶことがたく

さんあります。家族で読んで感想を聞かせていただければ、大変嬉し

いです。 内容のご紹介 

 刊行して以来、たくさんの人びとに読まれてきた「ガラスのうさぎ」を、戦争を知らない世代の親や子どもたちに向けて、わ

かりやすく読みやすく編集。戦争の悲惨さと平和の尊さを、改めて次世代に訴える一冊。敏子は東京大空襲で母と二人の

妹を失い、さらに銃撃で父まで目の前で亡くしてしまう。戦火の中に残された敏子はその時 12 歳。映画、NHK テレビドラマ

で話題を呼んだ、戦争を知らない子どもたちに贈る感動の手記。（紹介文：金の星社） 

 作者の高木敏子さんは、東京都本所（墨田区）に生まれました。『「ラストメッセージ」ガラスのうさぎとともに生きて』の手記

もメディアパルより出版されています。また、この手記は、（当時皇后）美智子様は高く評価され、本を持参して両陛下と面談

をしております。矢祭町とご縁の深い清雄寺様が墨田区吾妻橋にあり、４月に矢祭町へご住職様他 12 名で訪問をいただき

ました。矢祭町とのご縁によりご紹介をいたしました。（紹介文：矢祭もったいない図書館） 


